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昭
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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

タ
ク
シ
ー
の
運
賃
値
上
げ
及
び
労
働
者
の
労
働
条
件
改
善
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
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島 

武 
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一 

 



 

去
る
九
月
十
日
以
降
、
都
内
並
び
に
三
多
摩
地
区
の
全
法
人
タ
ク
シ
ー
会
社
は
、
六
大
都
市
の
ト
ッ
プ
を
き
つ

て
個
別
に
運
賃
値
上
げ
申
請
を
行
い
、
こ
れ
を
受
け
た
東
京
陸
運
局
は
、
十
月
二
十
七
日
、
運
賃
査
定
手
続
き
を

開
始
す
る
た
め
の
公
示
を
行
つ
て
い
る
。 

運
賃
申
請
の
内
容
は
、
平
均
す
る
と
中
型
で
初
乗
り
四
百
九
十
円
、
加
算
は
三
百
八
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
四
百
十

メ
ー
ト
ル
で
九
十
円
と
な
り
、
深
夜
割
増
し
も
一
時
間
繰
り
上
げ
て
、
午
後
十
時
か
ら
に
す
る
な
ど
と
な
つ
て
い

る
と
聞
く
。 

一 

タ
ク
シ
ー
は
、
住
民
の
不
可
欠
の
足
と
な
つ
て
お
り
、
そ
の
安
易
な
値
上
げ
は
、
利
用
者
の
大
き
な
負
担
と

な
る
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
客
離
れ
を
招
く
も
の
で
あ
る
。
運
輸
省
は
、
現
在
申
請
内
容
を
鋭
意
検
討
し
て
い 

 
そ
こ
で
、
以
下
運
賃
値
上
げ
及
び
労
働
者
の
労
働
条
件
改
善
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

タ
ク
シ
ー
の
運
賃
値
上
げ
及
び
労
働
者
の
労
働
条
件
改
善
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

三 

タ
ク
シ
ー
労
働
者
の
現
在
の
賃
金
水
準
並
び
に
労
働
条
件
が
、
社
会
的
水
準
よ
り
著
し
く
格
差
が
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
小
沢
和
秋
衆
院
議
員
の
質
問
に
対
し
て
政
府
が
、「
企
業
規
模
十
人
以
上
の
事
業
場
に
就
労
す
る

男
子
タ
ク
シ
ー
運
転
者
に
係
る
平
均
値
と
同
じ
く
産
業
計
の
男
子
労
働
者
に
係
る
平
均
値
を
単
純
に
比
較
す
れ

ば
、
年
間
賃
金
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
十
四
年
約
五
十
五
万
円
、
昭
和
五
十
五
年
約
六
十
三
万
円
、
昭
和
五
十

六
年
約
七
十
六
万
円
そ
れ
ぞ
れ
前
者
が
後
者
を
下
回
り
、
月
間
労
働
時
間
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
十
六
年
で
二

十
時
間
前
者
が
後
者
を
上
回
つ
て
い
る
」（
昭
和
五
十
八
年
六
月
十
四
日
付
答
弁
書
）
と
答
弁
し
て
い
る
こ
と
で 

二 

運
賃
改
定
に
当
た
つ
て
は
、
次
の
事
項
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

2 

民
主
的
な
公
聴
会
や
審
査
会
等
を
開
催
し
て
国
民
合
意
の
う
え
で
決
定
す
る
こ
と
。 

1 

申
請
、
査
定
原
価
の
公
開
を
行
う
こ
と
。 

る
と
聞
く
が
、
い
ま
出
さ
れ
て
い
る
値
上
げ
申
請
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
つ
も
り
な
の
か
。
改
定
す
る
場
合
、
実

施
時
期
や
内
容
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
、
明
確
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

2 

既
に
運
輸
省
は
、「
サ
ー
ビ
ス
面
に
お
い
て
も
、
労
働
条
件
の
面
に
お
い
て
も
、
よ
ほ
ど
厳
し
く
改
善
し
て

も
ら
わ
な
い
限
り
に
お
い
て
は
私
は
サ
イ
ン
を
し
な
い
」（
昭
和
五
十
二
年
五
月
二
十
五
日
田
村
元
運
輸
大
臣

答
弁
）
と
衆
院
運
輸
委
員
会
で
答
弁
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
改
定
に
当
た
つ
て
も
こ
の
よ
う
な
態
度
で
臨

む
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

1 

タ
ク
シ
ー
運
賃
改
定
に
当
た
つ
て
、
労
働
者
の
労
働
時
間
等
の
確
保
改
善
を
図
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
実

効
あ
る
措
置
を
ど
の
よ
う
に
講
じ
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

と
こ
ろ
が
タ
ク
シ
ー
事
業
者
は
、
依
然
と
し
て
労
働
条
件
の
改
善
を
行
お
う
と
し
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
今

回
の
運
賃
改
定
に
当
た
つ
て
も
自
ら
の
利
潤
の
み
を
追
求
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
タ
ク
シ
ー
労
働
者
に
対
し
て

誠
意
あ
る
態
度
を
示
し
て
い
な
い
。 

明
確
で
あ
る
。 

そ
こ
で 

五 

 



 

 

六 

3 
少
な
く
と
も
運
賃
改
定
認
可
の
前
に
、
労
働
条
件
改
善
を
確
認
さ
せ
た
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日

付
物
価
対
策
交
通
関
係
閣
僚
協
議
会
の
決
定
と
同
様
の
措
置
を
実
施
さ
せ
、
そ
れ
を
前
提
に
認
可
す
べ
き
で

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

4 

ま
た
少
な
く
な
い
事
業
所
に
お
い
て
、
ノ
ル
マ
を
達
成
さ
せ
る
た
め
の
水
揚
げ
強
制
や
ア
オ
リ
行
為
を
行

つ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
は
、
運
転
者
の
過
労
防
止
を
定
め
た
運
輸
規
則
二
十
一
条
三
に
反
す
る
も
の

で
あ
り
、
厳
正
に
指
導
、
監
督
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


